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研究要旨

HIV 陽性者にとってのカウンセリング・心理療法の意義と効果を実証的に明らかにすることを目的として、
協力の申し出のあった HIV 陽性者に対して、標準的な技法による継続的なカウンセリングを実施し、その前
後および中間時点で、行動、気分、パーソナリティ指標など、多方面からの心理的アセスメントをおこなった。
分析がすでに終了した 1 事例からは、カウンセリングは、不安、抑うつ気分の改善に効果があることが明瞭
に認められ、また、投映法の分析、カウンセリングのプロセスやプロトコルの分析からは、外界や他者に対
する固い守りを要していたあり方から、自分自身に拠る安定感が増し、より自己の内面に触れられるように
なっていることが認められた。

HIV 陽性者の心理的支援の重要性に関する検討
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研究目的
本研究課題は、HIV 陽性者に対するカウンセリン

グおよび心理療法の意義と効果を実証的に示すこと
を目的としている。現在の HIV/AIDS 医療ではチー
ム医療が重要視され、臨床心理士による HIV 陽性者
への心理的支援も行われつつある。その効果として
はアドヒアランスの向上、抑うつ状態の改善などが
既に報告されているが、その背景で何が動いている
のか、多層的かつ複合的に見た場合のカウンセリン
グの意義と効果については、十分な実証がなされて
いるとは言い難い。そこで、HIV 陽性者が抱える心
理的テーマにはどのようなものがあり、どのような
支援が行われるべきなのか、より細やかな検討が必
要との問題意識に立って研究をおこなった。

2015 年度には HIV 陽性者の心理的テーマに関す
るレビューと仮説生成、心理療法の効果研究に関す
るレビュー、心理療法の効果測定のための指標につ
いての検討をおこなった。2016 年度は、心理療法効
果研究のためのデザインを確定し、効果測定のため

の指標の確定をおこなったうえで、HIV 陽性者への
試行的カウンセリングおよび効果検証のためのイン
タビュー面接（心理アセスメント）をスタートした。

本年度 2017 年度は、引き続き試行的カウンセリ
ングを継続し事例数を増やしつつ、終結した事例を
もとに、カウンセリングの効果に関する検討を多面
的におこなうことを目的とした。

研究方法
今年度の研究の方法は、1) 研究グループのミー

ティング、2) メーリングリストでの情報交換 ･ 議論、
3) 試行的カウンセリングおよびインタビュー面接 
( 心理アセスメント ) の 3 領域に分けられる。

1)	研究グループのミーティング
研究グループのミーティングは、1 ヶ月に１回も

しくは 2 ヶ月に 1 回程度で開催された。それぞれの
ミーティングでの活動の詳細は以下のとおりである。
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【2017 年 4 月 22 日（土）18：00 〜 20：30（参加 8 名）】
年間の研究の方向性・スケジュール、協力者のリ

クルートの方法について議論された。また、6 月の
班会議に向けて、分析手法について意見交換をおこ
なった。さらに、さまざまな質的研究法に関するレ
ビュー、量的研究と質的研究を組み合わせた混合型
研究に関するレビューをおこない、今後の議論に必
要となる前提知識を研究グループ内で共有した。

【2017 年 5 月 27 日（土）18：00 〜 21：30（参加 9 名）】
終結した一事例に関して、面接経過のケースカン

ファレンスをおこない、事例の経過に関する検討を
おこなった。

事例検討は 3 時間に及び、HIV 陽性者の心理的な
テーマ、主訴と心理的テーマとの関連の心的メカニ
ズム、セラピストとの関係やカウンセリングへの関
わり方から読み取れる対象関係のあり方などが議論
された。また、試行的カウンセリングが 25 回に制
限されていることが、事例の経過にどのような影響
を与えているのかが吟味され、治療関係や倫理的側
面からの議論もなされた。なお、終結したケースに
おいて得られていた、事前、中間、事後に心理アセ
スメントに関わる多方面からの指標に関する分析は、
事例検討の後におこなうこととした。というのも、
事例の経過の解釈と分析は、もっとも複雑で曖昧で
もあり、量的指標で解釈の一定の方向性が示されて
しまうと、多層的な分析ができなくなってしまう懸
念があったからである。

【2017 年 6 月 3 日（土）18：00 〜 21：00（参加 10 名）】
終結した一事例のインタビュー面接で得られた

データ、すなわち、カウンセリング介入前の事前ア
セスメント、介入中間段階時のアセスメント、カウ
ンセリング終結後のアセスメントのデータを総合し
て、カウンセリングの効果を評価するためのカンファ
レンスをおこなった。

また、日本エイズ学会学術集会での発表に関する
議論、協力者へのフィードバック方法等について議
論をおこなった。

【2017年9月16日(土)18：00〜20：35（参加7名）】
東京で開催された第 1 回班会議でのプレゼンテー

ションを共有し、また、そこでの議論等のシェアリ
ングをおこない、本研究が研究班全体の中での研究
にどのように位置付くのか、また本研究グループの
ミッションは何かということに関して、議論がおこ
なわれた。

さらに、日本エイズ学会学術集会発表の内容検討
のほか、継続中事例の進捗状況についての情報共有
がおこなわれた。

【2017年10月21日(土)18:00〜21:30 (参加10名)】
日本エイズ学会学術集会での発表に関して、発表

内容の詳細が検討された。とりわけ、短時間の発表
の中でどのような事項を盛り込むか、また、一事例
の提供に関して、どのように守秘を護りながら実質
的な内容を提示していくかということを中心に、議
論を展開した。

【2017年12月16日(土)18：00〜20：30（参加8名）】
日本エイズ学会学術集会発表での体験に関して共

有するとともに、平成 30 年度以降の本研究の方向性
について議論した。また研究報告書に関する検討が
行なわれた。

【2018 年 1 月 20 日 ( 土 ) 19：00 〜 21：00（8 名 ( う
ち 1 名はオンラインによる参加）】

中間事後評価報告に関する共有、次年度以降の研
究体制のあり方および研究内容、今年度の研究報告
書の内容、3 年間の総括報告書の内容について、議
論された。

2)	メーリングリストによる情報交換 ･議論
メーリングリストを使って、研究に関する情報の

交換と共有、全体の方針や学会および班会議での発
表内容に関する議論などが頻回におこなわれた。

平成 29 年 4 月 1 日以降のメーリングリストでの
投稿数は、平成 30 年 1 月 23 日現在で 229 本である。

3)	試行的カウンセリングおよびインタビュー面接
昨年度から開始した試行的カウンセリングとイン

タビュー面接は、2018 年 1 月 23 日現在 2 事例が終
結し、1 事例が継続中である。それぞれの期間は以
下のとおりである。
 事例 No.1：平成 28 年 9 月 30 日開始〜 平成 29 年

5 月 15 日終結
 事例 No.2：平成 28 年 10 月 30 日開始〜平成 29 年

12 月 27 日終結
 事例 No.3：平成 29 年 7 月 12 日開始〜平成 30 年

1 月 24 日現在、9 セッションが終了）
いずれの事例においても、調査協力の申し出の

あった協力者に対して、十分な経験をもつ臨床心理
士が継続的に試行的カウンセリングをおこなった。
終了した事例（事例 No.1、事例 No.2）は、全部で
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25 回のカウンセリングが試行されているが、この回
数には、欠席、キャンセルはカウントされていない。
また、必要な場合のメールでのやりとりも含められ
ておらず、実際に面接室でカウンセリングをおこなっ
た回数である。

これに加え、事例 No.1 と事例 No.2 では、それぞ
れ、カウンセリング開始前、15 セッション終了後 ( 中
間 )、カウンセリング終了後の 3 時点において、心理
アセスメントのためのインタビュー面接が別担当者
によりおこなわれた。事例 No.3 では、現在のところ、
カウンセリング開始前のインタビュー面接がおこな
われている。

( 倫理面への配慮 )
調査への参加表明のあった協力者に対して、事前

に説明会を個別に行い、インフォームドコンセント
を取得した。具体的には、本調査の内容、謝礼、リ
スク、調査を中止する権利、プライバシーの保護に
ついて、口頭ならびに文書を用いて説明した。これ
ら全てを了解された協力者に同意書に署名してもら
い、調査の開始とした。また、有害事象の発生に備
えてリスクマニュアルを作成した。調査においては
基本的な心身の状態に細心の配慮を行い、精神的な
落ち込みや混乱が著しい場合にはただちに調査を中
止し、心理的ケアを優先する等を定めた。本研究計
画は 2016 年 7 月 6 日、京都大学心の先端研究ユニッ
ト研究倫理審査委員会による倫理審査にて承認を受
けている（申請 ･ 承認番号 27-p-34 ）。

研究結果
ここからは、すでに終結し、事例経過のカンファ

レンスおよびインタビュー面接で得られた心理的ア
セスメントの結果の検討をおこなった、事例 No.1 を
中心にして、事例の概要を示しておきたい。なお本
事例は、第 31 回日本エイズ学会学術集会において、
発表した事例である。

1)	事例経過の概要
本報告書は一般に公開されるものであるため、こ

こには一事例の詳細を記載することはできない。そ
こで、概要のみを記すことになることを了解願いた
い。

調査事例 1（40 代、男性）は、生活のコントロー
ル感に関する困難さを主訴としていた。心理臨床経

験 10 年の女性の臨床心理士による面接が開始され
た。約 7 ヶ月にわたる 25 回の試行的カウンセリング
の中で、一度も遅刻やキャンセルはなかった。カウ
ンセリングの経過の中では、カウンセリングの意味
づけやカウンセラーとの心理的な距離について、知
的に、そして時には鋭く問いかけることが多かった。
また、面接の終結を自らで区切る心的作業をしつつ
25 回の面接を閉じた。

2)	投映描画法を通してみる変化
カウンセラーとの面接の中で、初回面接時、面接

の中間地点、最終回の面接時に、それぞれバウムテ
ストと風景構成法の施行の協力を得た。

3 時点におけるバウムテストおよび風景構成法は、
研究グループのメンバーによるカンファレンスを通
して、解釈と分析がなされた。これら 2 つの投映描
画法は、研究グループメンバーが普段の心理臨床業
務において、心理アセスメントや表現療法として用
いているものであり、解釈に習熟しているものであ
る。

カンファレンスでの検討の結果、バウムテストお
よび風景構成法の変化は、以下のような共通のパター
ンが見出された。すなわち、カウンセリング開始時
には、心的な守りの固さ、他者や外界への関心の薄
さや繋がりの持てなさ、寂寥感が見て取れるが、中
盤では、硬さが崩れ、柔らかさや迷いが出てきており、
心的エネルギーが内向していくことが伺えるととも
に、他者との繋がりの希求も感じられるようになっ
た。終了時には、自分のあり方に迷いは残しつつも、
自信やエネルギーを回復し、心的機能や情緒性が分
化してきた様子が伺えた。

3)	インタビュー面接での心理的アセスメントを
通してみる変化

試行的カウンセリングの実施前、中間地点、終
了後に、カウンセリングとは別担当者によるインタ
ビュー面接をおこない、カウンセリングの効果を検
証する手がかりとしたことは、先述の通りである。

このインタビュー面接では、半構造化面接によ
り、カウンセリング体験に関する内観を聴取すると
ともに、以下の質問紙への回答を得た。すなわち、
DAMS 抑 う つ 不 安 尺 度 (Depression and Anxiety 
Mood Scale)、自尊感情尺度、SOC 尺度（Sense of 
coherence scale-13）、対象関係尺度（青年期用）、文
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章完成法（本調査用に自作）、Modified Goal based 
outcomes (M-GBO) である。結果として、全体的に
は不安や抑うつ気分の軽減、適応のための工夫（防
衛機制 ) がより柔軟なものとなるといった効果が見
出された。

本来は、すべての指標の結果を掲載し総合的に
考察すべきであるが、一事例であり、また SCT や
GBO の記述は公表に馴染まないため、以下に数値に
て明瞭に示された心理的な諸指標の変化の具体例を
参考までに示しておく。

図 1　DAMS 抑うつ不安尺度の変化

図 1 に示したのは、DAMS 抑うつ不安尺度の変化
である。これによると、不安気分の著しい解消が認
められ、また、肯定的気分、抑うつ気分も、開始時
よりも終了時において、改善していることが伺える。
抑うつ気分は、中間時に比べて終了時はやや上昇し
ているが、これは、面接の終了という ｢別れ｣ を体
験したことと関連している可能性がある。

図 2　対象関係尺度 ( 青年版 ) の変化

図 2 に示したのは、対象関係尺度 ( 青年版 ) ( 井梅
ほか、2006) の変化である。この尺度は、各尺度の数
値が大きいほど、対象関係が不安定ということにな
る。事例 No,1 の場合、もともと、一般の平均値より
も低い ( 対象関係が安定している ) 傾向ではあった
が、｢希薄な対人関係｣および｢一体性の過剰希求｣で、
不安定さの低下が認められた。すなわち、対人関係
はより親密なものとなり、また他者との心理的な境
界 ( 自己のまとまり ) がしっかりとしてきたことが
窺えた。

その他の指標として、自尊感情尺度には開始前と
終了後には、著変なかった。SOC 尺度においては、
終了後は開始前よりやや上昇はしているが、同世代
男性全国平均（戸ヶ里ほか、2015）および HIV 男性
同世代平均 ( 井上、2015）よりも、低い水準に留まっ
ていた。

考 察
現在のところ詳細な分析が終了しているのは 1 事

例（事例 No.1）だけであるが、他の事例の経過およ
びグループメンバーがもつ心理臨床経験を総合して
考察としたい。

HIV 陽性者への心理的支援において、対象関係は
重要な着目点であると考えられる。他者とどのよう
な関係を求めるのか、また他者との繋がりにおいて、
開かれながらどのように自分を守るのかといったこ
とが、中核的なテーマのひとつであると考えられる。
他者との繋がりは、相手との融合や一体を求めれば
求めるほど、また自分と相手とが同質であると思え
ば思うほど、逆接的に相手との差異が意識され、時
には傷つき裏切られたという思いになる。それに対
処するために、対人的な情緒的接触を希薄化する、
刹那的な人間関係に依存する、強迫的に自己をコン
トロールしようとする、自己破壊的な行動化をおこ
なうなどの行動を取っていると考えられる。それら
の対処行動は、必ずしも適応的なものばかりではな
く、孤独感を募らせるなど、自己あるいは他者との
関係を損なうものである場合も多い。HIV 陽性者の
心的テーマの見立てのうえで重要なことは、こうし
た対処行動を病理性の現われとして否定的に捉える
のではなく、自己を護ろうとする必死の方略として、
その意義を当事者の側から考えるとともに、現在取っ
ている対処行動以外の方略の可能性を模索していく
ことであろう。
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カウンセリングにおいては、一人で抱えていた
テーマをカウンセリング関係の中で扱っていくが、
そのとき、自己を開示する、他者との情緒的な繋が
りをもつことが求められる。それは対人的な傷つき
を抱えた者にとっては、自己を脅かしかねない事態
である。そのため、カウンセリング関係からの逃避、
脱価値化、セラピストへの攻撃などが生じることが
ある。これらも、病理性や攻撃性などの観点から考
えるのではなく、クライエントが自らの主体性を保
全しようとする動きであると捉える必要があろう。

面接の中では、対象関係に関するテーマが布置さ
れると、それはしばしば、セラピストとしての能動
性や自己価値観を揺るがすようなものとなる。自分
が十分にセラピストとして機能していないのではな
いか、という後ろめたい気持ちを呼び起こしてしま
うこともある。それは、クライエントの側の対象関
係のテーマ、すなわち基本的信頼感にかかわるテー
マが転移されたものである。面接関係においては、
セラピストの側はその欠如を安易に埋め合わせよう
とせず、そのテーマを当事者もセラピストも意識し
つつ心理的課題として共に扱っていくことが必要で
ある。そのためには、面接における枠としての構造が、
他の面接にも増してきわめて重要であると思われる。
ただし、その構造とはリジッドで硬直した構造とい
うより、クライエントの側の対象関係の揺れの一進
一退を柔軟に抱えていき、それでいて、しっかりと
面接構造を保つような、ある意味で、人を信頼する
という冒険の許されるような枠であることが、望ま
しいであろう。こうした柔軟で確固たる枠が可能と
なるのは、やはり、HIV 陽性者に共通する心理的テー
マやその個人にとっての心理的テーマについて、しっ
かりとした見立てをもっておくことが前提となる。

さて、本研究での試行的カウンセリングがもたら
している、可能性と限界にも触れておかねばならな
い。本研究のカウンセリングは 25 回の限定であり、
これは、カウンセリング開始の当初から、必ず来る
別れを含んでいるものである。それゆえに、この時
間的制約のもとでは、通常のカウンセリングとは異
なった関係性がある。たとえば、長期的に醸成され
ていく深い情緒的な関係性や転移というものが構築
されにくいということが推測される。あるいは逆に、
時間的制約があるがゆえに、対象関係のテーマがよ
り先鋭化して現われるということも考えられる。い
ずれにしても、来るべき別れを意識し不安に思うが

ゆえに、基本的な信頼感に関するテーマが、必然的
に内在してしまうことに自覚的でなければならない
であろう。また、この調査構造は、調査協力者の方々
に、強制的に別れを体験させてしまうものである。
このことの意味については、私たち研究グループも
意識し、何度も問いかけてきた。しかしながら、こ
うした喪失を初めから含む関係ということの可能性
についても、どこか心に留めておきたい。限定され
た回数のカウンセリングでは、かなり早い時期から

「終わる」「別れる」というテーマも必然的について
まわり、終結という「関係の喪失」を途中から意識
しつつ、関係性を調整していく課題が含まれている。
HIV 陽性者の人たちにとって、｢喪失｣ は人間存在
のさまざまな次元でテーマになり得ることである。
これを扱わざるをえない関係をやり抜いていくこと
で開かれる可能性ということも、考えておきたい。
まだまだこの可能性に関しては議論が必要ではある
が、今回、調査に協力してくださった方々が、面接
の中でやり抜いていったことには、その希望を感じ
させるものがあった。いずれにしても、調査におい
ても実際の臨床においても、対象関係のテーマが大
きい方にとってカウンセリングがどのように体験さ
れるのか、カウンセラーは、常に思いを巡らしてお
く必要があるだろう。
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